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春 山 ス キ ー に お け る 中 高 年 者 の 意 識特性

大橋正春*・植木毅**・長井健二** *・高橋健一** * *

1 . 目 的

毎年 ,
5 月 の連休前後に妙高 ･ 火打山 ス キー ツ ア ー

が 実施される ｡ 新潟大学 の 野外活動 の授 業と して 実

施 してか ら2 1 年 目を迎え る こ とに なる ｡ こ の ス キ
ー

ツ ア
ー に 毎年参加 して 思うこ とは , I-

一

般 の 人 々 が 多

数参加 して い るが ,
ゲ レ ン デ ス キ ーとは 違い ,

リ フ

トや ゴ ン ド ラもなに もなく 自力で登 り大自然の 中を

滑 る春山｣ ス キーにお い て ,
参加者は どの ような意識

をも っ て 参加 し て い る の だろうか を明か に した い ｡

そ こ で
, 本研究 で は ,

4 月2 6 日 か ら 3 泊 4 日 の 日程

で
,
妙高

･ 火打山周辺におい て 実施された春山 ス キー

ツ ア ーに 参加 した
一

般 の2 6 名 に , 質問紙を使 用 して

意識調査を実施する ことによ っ て , 今後 の 春山 ス キー

の 資料を得る こ とを目的とす る L,

2 . 研究方法
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3 . 妙高 ･ 火打山 ス キ ー

ツア
ー の 活動内容に つ

いて

今年の 春山 ス キー ツ ア ーは 積雪 も豊富 で天候に も
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恵まれ, 雪質も最高 で あ っ た ｡ 写真 6 に 見られ るよ

う に
,
滑 っ た 後に シ ュ プー ル が 見事に 残 りほとん ど

の 参加者 は快適に春山 ス キ ー を満喫 で きた ｡ い ま ま

で の 春山 ス キー ツ ア ー の 中 で も最 高の 条件だ っ た と

い え る ｡

春山 ス キ ー ツ ア ー の 活動内容に つ い て は以下の 通

りで ある ｡

1 日 目 4 /
′

26 ( 土) 天候 : 晴れ

他の 峰 ツ ア ー開始 9 : 3 0 一票沢 ヒ ュ ッ テ 着1 4 : 4 0

約 5 時間

2 日 目 4 / 27 ( 日) 天候 : 快晴

黒沢 ヒ ュ ッ テ 発 8 : 3 0 - うさぎ平滑降 8 : 4 0 -

シ ー ル を付け 火打山を目指す

火打山到着1 2 : 0 0 一 山頂より滑降1 2 : 5 0 - 黒沢岳

山頂1 4 : 0 0

黒沢 岳滑降1 4 : 15 一票沢 ヒ ュ ッ テ 着1 5 : 2 0

約 7 時間

3 日 目 4 ′
/ 2 8 ( 月) 天候 : 快晴

黒沢 ヒ ュ ッ テ 発 8 : 3 0 一 三 田T,f Lll 到着1 1 : 0 0 - LIJ

)Tl
,

-
よI) 滑降1 l : 5 0

大倉乗越頂上1 4 : 2 0 一頂 上か ら滑降14 : 40 一票沢

ヒ ､ソ テ 若15 : 0 0

約 6 時間3 0
/
Jj
1

4 口 目 4 /2 9 ( 火) 天候 : 快晴

黒沢 ヒ ュ ､

ソ テ 発 8 : 00 一他 の 峰着12 : 10

約 4 時間

4 . 結果 と考察

(り 参加者の男女比率と年齢比率及び出身地

参加者の T)-女 の比率は ,
ど ち らも1 3 名 づ つ で あ り

今回 は同率で あ っ た L, ま た , 参加 者を年齢別に区分

して み ると, 表 1 か ら

19 歳 以下 ( 1 名 : 3 . 8 % ) , 2 0
- 3 9 歳 ( 1 y . : 3 . 8 % ) ,

4 0 - 5 9 歳 ( 14 Y . : 5 3 . 9 % ) , 6 0 歳以 l-. ( l o 宅 : 3 8 . 5
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写真 1 火打山 へ 出発

写真 2 火打山大滑降

写真 3 三 田原山 へ の登リ

写真 4 ダケカンバの林の 萱リ

写真 5 林間滑降

写真 6 黒沢岳でのみ ごとなシ ュ プ ー

ル

% ) とな っ てお り
,
4 0 - 5 9 歳 が14 名と多く , 次 い で ス キ - 歴 に つ い て は

,
10 年以下 ( 1 名 : 3 . 8 % ) , 1 0

6 0 歳以上が1 0 名 で あり , ほとん どが中高年 で あ っ た ｡ - 1 9 年 ( 6 名 : 2 3 . 1 % ) , 20 - 2 9 年 ( 5 名 : 19 . 2 % ) ,



春山 ス キー にお ける中高年者 の 意識特性

表 1 参加者の年齢分布

表 2 参加者の出身地

折溝れ 内 BI ★ Bl 西 北RL その他

3 0 年以__
L ( 14 名 : 5 3 . 9 % ) で あり , 年齢 に比例 して

ス キー歴も多い 傾向に ある ｡ 山 ス キー歴 に つ い て は ,

10 年以下 ( 12 名 : 4 6 . 2 % ) , 1 0 -

1 9 年 ( 6 名 : 23 . 1

% ) , 2 0
- 2 9 年 ( 4 名 : 1 5 . 4 % ) , 3 0 年以上 ( 2 名 :

7 . 7 % ) で あ り ,

ス キ ー

歴 に 比 べ て 山 ス キ ー歴 の 多

い 者は 少ない L:, こ れ は ,
ス キ - をや っ て い た者が【Il

ぺ キ ーをもは しめ た もの で あ る こ とがトJ え る-
′
′

汁 ,I

の 春IL l ス キーに おい て 初め て の 吾が 1 Y , お り ,
し か

･I (10 項 グー!T 作 で L

j
,
;
ぅ

-
1
+ -

_
寺 た rrT-く キ - 幣 ♂1 一帯各

い も の は4 2
/

rF で あ り ,
6 6 歳o )-

L
ji

/

性 で あ る , こC7) よ
{
)

に い く つ に な っ て も白
/
I) の 好きな こ とが[i

'

. 来 ると い

t
) こ と ば 幸せ なこ とで あ り, 見習わなければならな

い と こ ろ で あ ると 考え る ｢
こ の 春山 ス キーに 参加 す

るた め に は 本人の ｢‡頃 の 努)) があ るに違 い ない と考

えられ
, 今回 の 調査にお い て こ の 様な点に つ い て も

明らか に し て い きた い ｡ さらに , 参加者 の 出身地に

つ い て 見 てみ ると , 表 2 か ら妙高
･ 火車~r 山 で の 春山

ス キー
､

ノ ア ーと い う こ と もあ り
,
新潟県内か ら の 参

加 ( 1 2 f . : 4 6 . 2 % ) が 多く , 次 い で 関 東 ( 7 名 :

2 6 . 9 % ) , 関 内 , 北陣, 北海道か ら の 参加 もあ っ た ,
〕

34 9

(2) 参加者の情報収集方法

表 3 どの ように L て山スキ
ー

を知りましたか ｡

1 2

9

; 6
3

0
1 2 3 4 5 6

1 . 雑誌 か ら 2 . 仲間 か ら 3 . イ ン タ
ー

ネ ッ トか ら

4 . 授業 で 5 . 主催者 のP R 6 . そ の 他

ど の ように し て 山 ス キ
ー を知 りま したか の 質問に

関 して は , 表 3 の 2 の 仲間か らが最も多く , 次 い で

6 の そ の 他 (家族 の 影響, 住ま い が 雪国なの で , 広

告等, シ ニ ア フ ォ ー ラ ム ,
八 甲 田山に行 っ た時に知

る) , 5 の 主催者 の P R と い う意見が 多か っ た ｡ 山

ス キーは 単独行が 困難 で あり ,

一

人 で は 出来 るもの

で は なく , 体験 した仲間か らや 家族 の 中で 実施 して

い る老が い るとい う こ とや 自ら積極的に 動き情報を

得た 事が伺え る ｡ 山 ス キーは ゲ レ ン デ ス キ
ー に 比 べ

て 誰 で もが 知 っ て い ると い っ た メ ジ ャ
ー

な ス ポ - ツ

で はなく
,
や っ て み た い が なか なかき っ か けが ない

な どの理 由に よる とこ ろが 多い ｡ 今後 ,
自然 の 中 で

実施されるLl_l
ス キ ー の 普及を考え る なか で , 経験豊

富 で 優秀な指導者によ る安全で 楽 し い 指導と, 【l J ス

キ ー の すばら しさも含めた P R 方法 を考慮 して い か

なければならない ｡

(3) 山 ス キ
ー の参加に つい て

蓑 4 なぜ山ス キ
- に参加 L ようと思い ましたか,

( 初めて の とき)

8

4

人

数

暮 =l = _:I I

__
_

:_I_:I _F
1 2 3 4 5 6

投間

l . ス キ ー 技 術向上の た め 4 . た だ なん と な く

2 . オ 7 ビ ス テ で ス キーする ため 5 . 面白そ う だか ら

3 . 非 日常の 体験をする ため 6 . そ の 他
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13･

なぜ山 ス キ ーに参加 しようと思い ま した か の 質問

に は
, 表 4 の 5 の 面白そ うだか ら, 2 の オ フ ビ ス テ

で ス キ ー をす るた めと の 回答が過半数を占め て おり ,

ス キ ー

技術 の 向上 の ため とい う回 答が 2 名と少ない

こ とか ら, 多く の 参加 者は 山 ス キーを純粋に楽 しみ

た い た め に 参加 して い るとい う こ とが推察される ｡

表 5 誰と 一 緒に山ス キ ー

に参加しましたか ｡

1 2 3 4 5 6

世間

1 . 単独で 2 . 豪族で 3 . 夫婦 で 4 . 恋人 と

5 . 仲間 と 6 . そ の他

誰と
一

緒 にLl｣ ス キーに 参加 しま した か に は , 表 5

の 5 の 仲間や 1 の 単独で と い う回答が 圧倒的に 多く

見られた ｡ や は り山 ス キ ーに 関 し て は , 仲間か らの

口 こ み や 個人 で の 情報収集に よると こ ろが 大きい と

考え られ る ｡

表 6 山ス キ
ー

の魅力は何ですか｡

2 4

1 8

i . 2

6

0

F

l

iiiii iiii]

::≡=■

1 2 3 4 5 6 7

投間

1 . 自然の 中で ス キ ー する こ と 5 . 指導者の 人柄

2 . 山小屋 で の 生活 6 . 景色の すばら L さ

3 . 仲間 と の 語らい 7 . そ の 他

4
. 健康増進ができる こ と

山 ス キ ー の 魅力はなん で すか の 質問に は , 表 6 よ

り自然の 中で ス キ ーす る ことと回答した 老が1 9 名 ,

景色 のす ばら しさが1 9 名と多か っ た o 仲間との 語ら

い が 8 名, 健康増進が 6 名 で あ っ た o ま た , 山 ′J ＼崖

で の 生活 は 1 名, 指導者の 人柄は 3 名, そ の 他 で ス

キーを掩い て 山に 登る こ とが 2 Y , と少なか
-

) た √

)
こ

れ ら の こ とか ら, 参加者は F
_

[

1 然と触れ られ る こ とや

景色 の すばらしさに 出会え る ことを山 ス キー の畦 力

と捉 え て い る c 実際にL上_]
ス キ - で , 朝Ej にき らきら

輝く雪面や
一

夜に し て 出 来あが っ た霧 氷に 出会 っ た

時 の 感激は , LL｣ ス キ ーに 参加した 者だけ が 味わえ る

特権 で あろう ｡

表 7 また山ス キ ー に参加 したいと思い ますか ｡

2 4

1 8

; . 2

¢

0

】

E.. :. =‥≡≡董
H
u

1 2 3 4 5

1 . 思う 2 . や や 思 う 3 . 普通 4 . あまり 思わない

5 . 思わない

また山 ス キ ーに 参加 した い と思 いますか で は , 表

7 より 1 名を除 い て ほぼ全員が , ま たLl ( ス キーに 参

加 したい と回答 して い る ｡ こ れに よ り今回 の 参加者

は 山 ス キ
ー に満足 して い る こ とが 伺え る ｡ 参加 した

くない と回答 した 者の理 由は , 今回が 初参加で あり ,

あま り にも今回の 山 ス キー の 印象が よか っ た た め ,

今後 参加 して もこ れ以上 の 条件は ない と思う の で
,

もう満足 で あるとい う こ とで あ っ た が ,
こ れを隙会

に 山 ス キーを続け て 欲 しい も の で ある ｡

表 8 なぜ山スキ ー

を続けるの ですか ｡

24

1 8

i .2

6

0

l

I

u

__ーー ー ｣

--1
l

1 2 3 4 5 6 7

牧間

1 . 自然 に触れたい 5 . 体力確認 の た め

2 . 仲間 と会 い た い 6 . ス キ ー 技術 向上のため

3 . 達成感を味わいたい 7 . そ の 他

4 . 健康保持の ため
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なぜ【11 ス キ ーを続 け る の ですか で は , 表 8 の 1 の

L
E

] 然 に触れた い をLd 答 した もの が23 Y , と最 も多く ,

2 の 仲間と会い た い が 8 名 ,
3 の 達蚊感を味わい た

い が 4 名
,
4 の 健廉保持 の た め が 3 名 ,

5 の 体ノJ 確

認 の た めが 4 名, ス キー技術向上の た め が 2 名 , そ

の 他 ( ス キ - /Tj･ き の 楽 しみ ,
高所が好きなど) が 5

名 で あ っ た . こ れ ら の ことか ら , LIJ ス キー の 魅力に

もあ っ た ように 参加 者はや は り自然に触れた い とい

う理由か ら山 ス キーを続 け るも の と考え られる.｡

表 9 山 スキ
ー

の ため に何か トレ ー ニ ンゲを L てい

ますか ｡

1 2 3 4 5 6 7

1 . 登 山 2 . ラ ン ニ ン ゲ 3 . ス キ ー 4 . 水泳

5 . 球技 6 . 筋 ト レ 7 . そ の他

山 ス キ - の た め に 何か ト レ ー ニ ン グを し て い ます

か で は
, 表 9 か ら登山や ス キーを し て い る者が 多く ,

今 回 の 参加 者は 中高年が 多い こ ともあ り, 山 ス キー

の た め に 一般的に い う ト レ ー ニ ン グを行な っ て い る

古は
,i ) なく

,
ト レ ー ニ ン グとは特 別に 意識せず他の

穐[] ( 水泳
,

エ 7 ロ ビ
,
ウ オーキ ン グ等) を行な っ

て い る 古が 多い と考え られ る一′

表1 0 今回の 山ス キ ー を終えた時点で の疲労度はど

うで L J LT か

1 2 3 4 5

投間

1 . 疲 れた 2 . や や 疲 れた 3 . ど ち ら と もい え な い

4 . あまり 疲れ なか っ た 5 . 疲れ な か っ た

3 5 1

写真 7 黒沢 ヒ ュ ッ テに向けての滑降

写真 8 黒沢 ヒ ュ ッ テにて

写真 9 い ざ下山

今r nT のEll ス キーを終え た 時点 で の 疲
J

万感は どう で

したか に つ い て は
,
末10 か ら, あ まり疲れな か っ た

と い う 者が1 0 y . , 疲 れなか っ た と い う 古が 5 名 で あ

り
, 峻れたと い う J

L: .
A-
lil は 少 なか っ たL ,

こ の こ と は ス

午 - r J
7

一 にf ロ†怯もを加 し て い る こ とに よ る慣れ と

い
;
) もo ) が ろ- え L

l

' れ る- ノ 阜
J

i3:
,
2 t = l O ) I)(i-JJ[l( ス キー
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ツ ア ーは朝 8 時3 0 分 に 出発 して 黒沢 ヒ ュ ッ テ に 戻 っ

てきた の が1 5 時2 0 分 であり, 休憩や食事の時間も取 っ

て い るが 所要時間的 7 時間 で ある ｡ 自力 で斜面を登

り
,
大斜面の 滑降で ある ｡ 今回の 雪質は最高で あ っ

た が
,
我 々 ス キーを専 門と して い る老に と っ て も決

して 楽 で は ない の で ある . さらに , 黒沢 ヒ ュ ッ テ に

戻 っ て か ら少 し休憩をと っ た 後, 数 人 の 中高年老は

また 山 ス キ ー を持 っ て 滑り に行く の で ある｡ 中高年

が 多い 中 , ど こ か らあの パ ワ
ー が 涌き出てく る の か

不思議で ならない ｡ 今回 の 参加者 の ス キ ー

レ ベ ル は

高く ,
ほ とん どの 参加者 は ツ ア - 中に 遅れる老は い

なか っ た の は事実 で あり, 近年まれに み るすばら し

い 仲間 で あ っ た｡ そ し て , 感じる ことは 参加者が み

ん な山 ス キーを心か ら楽しん で い ると い う こと で あ

る｡ こ の 楽 しい と感じるこ とに よ っ て も身体的疲労

感が相殺される こ とも考えられる ｡

昔 ( 今) 行な っ て い る運動 ( ス ポー ツ) は何 です

か で は
, 表1 1 より ス キ ーが 21 名, 登山が1 9 名と圧倒

的に多く , 山 ス キ - を行な っ て い る者は ス キー , 登

山などの 野外活動を行 っ て い る者が そ の延長と して

行 っ て い る傾 向が ある ことが伺え
,
ま た

,
ス キ

ー

や

登山を行 っ て い る こ とが , 山 ス キーを行うき っ か け

に もな っ て い ると考 えられる｡

表1 1 昔(今) 行 っ ている運動( スポ ー

ツ) は何ですか ｡

24

18

i .2

1

0
1 2 3 4 5 6 7

1 . 陸上 2 . 水泳 3 . 球 技 4 . 登 山 5 . ス キ ー

6 . 武道 7 . そ の 他

最後に 今ま で 行 っ た 山 ス キー の 中 で 良か っ た 場所

は どこ です か で は
, 表1 2 より今回の 山 ス キ ー の 開催

地で ある妙高 ･ 火打 山を回答 した老が1 9 名
,
立山が

8 名, 八 甲田山が 7 名, 鳥海山が 3 名 , 白馬岳が 2

名 の 順 で あ っ た ｡ ま た ,
1 名 づ つ で は あるが , 富士

山, 谷川岳
,
浅草岳等 の 回答もあ っ た ｡ 今回 の 山 ス

キ ー

ツ ア ーは ,
4 日 間とも晴天に恵まれ, 雪 の コ ン

デ ィ シ ョ ン も抜群 で あ っ た ｡ こ の ことが , 妙高 ･ 火

打山を 良か っ た と回答 した 老が 多か っ た理 由で あろ

表1 2 今まで行 っ た山スキ ー の 中で良か っ た場所は

どこで すか ｡

そ

の

他

白

馬

▲

海
山

八

甲
田

山

立

山
妙

書

火

打

山

う. 何と い っ て も山 ス キー ツ ア ーは天候と雪質によ っ

て 左右され るとい っ て も過言 で は ない の で ある ｡ 山

ス キ ーは
,
終了時 の 疲労感は慣 れによ っ て はあまり

感じない ようで あるが ,
ツ ア ー中の精神的な疲労は ,

非常 に厳しい もの が あると考え られ る｡ しか し
,
山

ス キ ー

の 参加者は ,
ス キ ーを履い て 山を登 る こ との

達成感を求め るよ りも, 自然に 触れる こ とや , 仲間

と出会う こ とを目的として い るようで ある ｡ そ の点
,

立山は標 高2 ,5 0 0 m ま で の ア ル ペ ン ル - 卜と ロ ー フ

ウ ェ イ が あり
,
頂 上ま で は標 高5 0 0 m と ,

さ ほ ど の

苦もなく登 る ことが で きる ｡ ま た, 雷鳥と い う珍 し

い 烏もい る ｡ 八 甲田山は
,

ロ
ー プ ウ ェ イ を利用する

と手軽に 高層湿原や 高山植物と出会う ことが で きる ｡

ス キ ー シ - ズ ソ は12 月上旬か ら 5 月 中旬ま でと長く ,

コ
ー

ス も樹 間の 広 い所及び林を切り開い て設定され

て い る ｡ つ ま り
,
立山

,
八 甲田 山を良か っ た と回答

した 者が 多か っ た 理由は , 手軽に山 ス キ ー が 行え ,

自然 に触れた り
, 仲間と出会う ことが 出来るか らと

考え られ る｡

5 . まとめ

今回 の 春山 ス キ ー

に は
, 新潟県内や 関東圏内の 4 0

歳以上 で 山 ス キ
ー

の ベ テ ラ ン と呼ばれる で あろ う老

が多く参加 して い た ｡ そ こ で , 春山 ス キ ーに おける

中高年老の 意識特性は以下 の ように まとめ られる ｡

(1) 山 ス キ ーをして い る中高年者は ,
山 ス キ

ー

の た

め に 一

般的 な筋力 ト レー ニ ン グを行うとい うよ

り も, 登山や ス キーとい う野外活動を行 っ て い

る老が 多い ｡

(2) 山 ス キ ーに参加す る理 由は ,
ビ ギ ナ ー

で は 山 ス

キーが おもしろそうだか ら, オ フ ビ ス テ で滑 り



春LLJ ス キ ーに おける中高年者の意識特性

た い か らとい うLu ス キ - 自体 の 魅力で あり ,
ベ

テ ラ ン に なるに つ れ て 自然に触れた い か ら , 仲

間と会い た い か らとい う理由 - と移行す る老が

多い.｡

(3) 山 ス キ
ー を知 るき っ か けは

,
イ ン タ

ー ネ ッ トな

どの メ デ ( ア を通 して で はなく , 仲間か らの 口

コ ミ によ ると こ ろが 多い ｡
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